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第
一
○
四
回
本
学
会
総
会
、
及
び
洋
学
史
学
会
・
日
本
医
史
学

あ
つ
ま
さ

会
関
西
支
部
合
同
二
○
○
三
年
度
大
会
で
、
山
辺
篤
雅
文
伯
と
産

育
編
に
つ
い
て
の
多
く
の
不
明
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
解
明
で
き

た
事
柄
を
報
告
し
た
。
右
学
会
で
蒲
原
宏
氏
よ
り
、
山
辺
文
伯
と

い
う
人
物
が
播
磨
の
姫
路
か
ら
移
封
さ
れ
た
高
田
藩
榊
原
氏
の
藩

医
に
、
吉
益
東
洞
門
下
生
で
い
る
が
、
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
追
加
が
あ
り
、
東
洞
全
集
で
事
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

か
ら

た
。
ま
た
川
嶌
眞
人
氏
よ
り
、
中
津
の
辛
島
正
庵
が
藩
命
で
江
戸

藩
邸
の
医
官
山
辺
文
伯
に
産
科
を
学
び
、
安
永
二
年
（
一
七
七

三
）
学
成
り
近
習
医
師
に
な
っ
た
記
録
に
つ
き
追
加
が
あ
っ
た
。

今
回
は
彼
の
著
書
産
育
編
に
つ
き
報
告
す
る
。

『
国
害
総
目
録
』
所
蔵
の
彼
の
著
書
は
前
回
述
べ
た
が
、
そ
の

後
全
部
目
を
通
し
た
結
果
、
『
簡
易
効
方
」
は
安
永
二
年
（
一
七

８
中
津
藩
医
山
辺
文
伯
と
産
育
編
に

つ
い
て
（
二
）

石
原
力

七
三
）
の
著
作
で
あ
り
、
『
痘
疹
要
訳
」
に
は
年
代
の
手
懸
り
と

な
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
東
博
の
「
傷
寒
論
要
訳
」
は
一
橋
家
徳

よ
し

川
宗
敬
旧
蔵
本
で
、
「
播
磨
・
山
辺
篤
雅
文
伯
撰
」
と
あ
り
、
東

洞
の
名
が
こ
れ
に
は
出
な
い
こ
と
か
ら
、
東
洞
に
入
門
し
た
明
和

九
年
（
一
七
七
二
）
以
前
の
著
作
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
東
洞
全

集
」
中
の
呉
秀
三
に
よ
る
伝
で
は
、
篤
雅
、
字
は
君
節
、
通
称
監

司
、
播
磨
の
人
と
あ
る
。

産
育
編
の
諸
写
本
を
そ
の
内
容
か
ら
、
筆
写
時
期
で
な
く
成
立

時
期
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
東
大
綜
合
図
書
館
蔵
旧
胄
洲
文
庫
本
で
、
他
本
も
共
通
の
明

和
九
年
（
一
七
七
二
）
十
月
の
序
文
が
あ
り
、
本
文
し
か
な
く
、

原
本
の
体
裁
を
残
す
。
巻
中
の
末
尾
の
文
字
、
「
天
道
好
還
」
を

「
天
道
好
道
」
に
改
め
た
頭
注
が
あ
る
か
ら
自
筆
本
で
は
な
い
。

②
次
も
東
大
綜
合
図
書
館
蔵
旧
呉
秀
三
所
蔵
の
篤
雅
自
筆
校
正

本
で
返
り
点
、
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。
原
本
に
目
録
、
方
薬
の

項
、
附
録
の
図
が
追
加
さ
れ
、
凡
例
も
後
半
を
改
訂
、
本
文
も
何

イ
ギ
リ
ス

箇
所
か
の
追
加
が
あ
り
、
巻
中
に
は
《
諸
厄
利
亜
孕
腹
画
図
を
観

る
に
、
背
面
に
し
て
倒
首
》
を
挿
入
し
て
い
る
。
こ
の
増
改
訂
本

は
附
録
の
図
の
末
尾
に
《
寛
政
十
戊
年
（
一
七
九
八
）
五
月
廿
日
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》
つ
つ

之
を
潟
す
》
と
あ
り
、
原
本
か
ら
二
六
年
も
経
過
し
て
い
る
こ
と

は
、
篤
雅
の
本
書
に
対
す
る
情
熱
と
執
念
を
思
わ
せ
る
。

③
『
日
本
産
科
叢
書
』
所
収
、
山
縣
昌
蔵
旧
蔵
現
杏
雨
書
屋
本

は
、
②
と
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
鉗
子
図
の
説
明
が
②
で
は
両
図
と

し
鑿
鮫
図
で
あ
る
の
に
対
し
、
片
方
と
偏
［
片
］
鮫
図
と
し
て
い

る
の
は
、
篤
雅
の
図
に
対
す
る
考
察
の
進
展
を
示
す
。

④
国
会
図
書
館
本
は
目
録
、
方
薬
、
附
録
図
を
有
し
、
②
と
大

体
同
じ
で
あ
る
。
処
が
奥
書
に
「
天
明
五
己
二
七
八
五
）
十
月

中
旬
於
東
都
涜
花
堂
［
篤
雅
の
家
塾
］
写
之
、
米
［
沢
か
子
］
藩

森
順
（
太
仲
こ
と
あ
り
、
明
治
廿
二
年
尾
台
良
作
よ
り
岡
直

（
義
夫
）
が
借
り
て
謄
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
日
付
は
②
よ
り
古

い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
（
一
）
一
三
年
後
に
写
さ
れ
た
鉗
子

図
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
②
以
後
の
成
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
二
）
凡
例
の
附
録
治
験
の
箇
所
で
、
①
②
の
「
門
弟
子
之

所
記
之
一
二
」
を
「
肝
阻
中
之
一
二
」
と
改
め
、
方
薬
の
項
で
は

②
に
な
い
薬
の
増
補
が
み
ら
れ
る
。
（
三
）
巻
中
の
陰
瘡
の
記
事

か
ゆ

で
は
、
《
時
に
痛
み
時
に
震
し
》
の
頭
注
に
、
《
一
本
は
痔
に
作

り
、
一
本
は
痛
に
作
る
。
不
分
明
》
と
あ
り
、
①
②
③
と
も
瘡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
と
異
な
る
他
本
を
も
底
本
に
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
（
四
）
鉗
子
図
の
説
明
を
②
の
よ
う
に

共
に
隻
絞
図
と
し
た
後
、
片
方
を
線
で
消
し
、
隻
［
片
］
絞
図
と

③
の
よ
う
に
直
し
て
い
る
の
は
、
考
え
を
変
え
た
時
点
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
五
）
ま
た
《
鉄
に
て

ま
と

之
を
造
り
綿
に
て
之
を
纏
う
こ
と
図
の
如
し
》
と
い
う
説
明
文
を

新
た
に
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鉗
子
窓
の
縁
に
薄
い
も
の
を
纒

わ
せ
る
の
○
月
一
房
の
原
図
に
近
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の

理
由
か
ら
、
④
は
②
よ
り
後
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
東
洋
文
庫
蔵
『
産
育
論
」
は
産
育
論
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
、
書
名
の
変
更
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
志
田
辨
治

が
東
京
西
川
宅
で
写
し
、
岡
本
辨
治
［
同
一
人
か
］
蔵
と
あ
る
。

「
隻
鋏
図
、
有
二
品
。
鉄
造
之
、
綿
纒
之
」
と
鉗
子
図
の
説
明
に

あ
る
の
で
、
鬘
を
隻
に
変
え
る
前
の
④
か
ら
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
産
育
編
を
、
原
本
、
自
筆
校
正
本
、
最
終
増
訂
本
の
三

種
に
分
類
し
て
検
討
し
た
。

（
賛
育
会
清
風
園
診
療
所
）


